　　　　　　　　　　　　　

　帝京大学、吉林財経大学共同主催　国際シンポジウム
　「発展著しい中国東北地方の地域振興政策と日中産業協力の将来

－吉林省を中心にして－」

　　　　　
　場所：京王プラザホテル（新宿）　43階　ムーンライト会議場
日時：5月16日（月）、17日(火)午前中　の1日半。
スケジュールと発表テーマ
1日目（5月16日）（同時通訳）
進行役　加藤新一・張明
　9:30　宋冬林　吉林財経大学学長、基調講演

　　「中国東北地方の産業集約化及び将来の中国と日本の産業協力の可能性に関する研究－吉林省を例にして」
　11：00　和田正武　帝京大学教授　日本側代表発表

　　「中国吉林省の主要産業の振興政策についての分析－日本の地域産業政策と比較して」

（11：45～　ランチ）
　13：00　林秀梅　吉林財経大学教授、経済モデル研究所所長　発表

　　「吉林省支柱産業の国際競争力の分析」

　13：45　高橋満　東京大学名誉教授（前帝京大学教授）　発表
　　「中国東北振興政策と中国模式」

　14：30　塩沢文朗　住友化学理事　（元内閣府大臣官房審議官科学技術担当）発表

　　「吉林省の自動車産業と石油化学産業をコアとする産業振興策について」

　15：00　（ブレイク）

　15：15　黒崎誠　帝京大学教授　発表

　　「観光大国への道を歩む中国産業－東北地方の観光開発の可能性」

15：45　加藤新一　帝京大学準教授　発表

　「急速に進む東北地方のインフラ整備－特に地方財政から見た公共投資のあり方」

16：15　郭四志　帝京大学準教授　発表

　「中国におけるバイオエタノール及び非在来型石油資源の開発－吉林、東北地域を中心に」
　　16：45　奥田恵子　（財）運輸調査局　研究員　発表

　　　「中国東北地方に対する直接投資の実態と展望－韓国による吉林省への投資実態を事例として」
　17：15　張明　吉林財経大学　教官　発表
　　「吉林省の産業政策について－その内容と実施状況」
　17：45　1日目　終了

レセプション　
18：15～　　42階　「富士の間」
　２日目（5月17日）（逐次通訳）
　10：00～12：00　討論会（モデレーター：和田正武）
討論のテーマ：「中国における東北地方、特に吉林省の魅力と産業振興策」について

適宜、フロアーからも意見を求める。　第十二次五ヵ年計画と東北地方、吉林省の主要産業（自動車、石油化学、医薬品、電子機器、農産物加工）及びその他産業（観光産業、文化産業）の振興策、インフラ整備と図門江開発についてなど。

公開シンポジウムとし、20~30名程度の学内外からの参加を見込む。日中経済協会、JETRO、アジ研、環日本海経済研究所、国際経済交流財団、民間研究所、中国問題専門家など

お願い：

　本シンポジウムに参加希望する方は、会場（レセプション参加者の人数確定）の都合上5月10日までに以下のアドレスにご連絡ください。

　masa-wada@tcn-catv.ne.jp
